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概要： 

  

ダウンロードできるのは、東京キネマ・ジャズトリオが 11.2MHzDSDと 5.6 MHzDSD

の各 1 曲ずつ、今村祐司が 192KHz,24bit の 3 曲と対になった 2.8MHzDSD の 3 曲、

宮崎友紀子が 382 KHz,32bit 1曲と 192KHz,24bitの 2曲で、p18にダウンロード方法

の記事があり、ダウンロードコードがとじ込み付録にあります。 

詳細は雑誌もしくはネットオーディオ No.20の記事紹介サイトに記載があります。 



 http://www.phileweb.com/editor/net-audio/20/ 

  

 

東京キネマ・ジャズトリオは 11.2MHz/1bitDSF と 5.6MHz/1bitDSF の聴き比べがで

きます。今村祐司は 3曲ずつ 192KHz,24bit FLACと 2.8MHz/1bit DSDの聴き比べが

できます。宮崎友紀子は 384kHz/32bit Float WAVに加え、マイク違い（ノイマンM50

とノイマン M269）の 192kHz/24bit WAV と DAW 違い（ProTools と Pyramix）の

192kHz/24bit WAVの聴き比べができます。 

試聴は、TASCAM Hi-Res Editorとmicro iDSDの組み合わせで行いましたが、Hi-Res 

Editor は FLAC が再生できませんので、AudioGate3 により 192KHz,24bit FLAC か

ら 192KHz,24bit WAVに変換してから再生しました。 

東京キネマ・ジャズトリオの 11.2MHz/1bitDSF と 5.6MHz/1bitDSF の比較では、前

者の音の肌理の細かさは明らかです。 

今村祐司の 192KHz,24bit WAV（FLACからの変換）と 2.8MHz/1bit DSDの比較では、

PCM と DSD の違いは分かるものの、それほどハイレゾの魅力を感じることはできま

せんでした。 

宮崎友紀子の録音はハイレゾ録音研究所が実施したもので、非常によく録れており、録

音の様子が p28の記事に詳しく掲載されています。宮崎友紀子の 384kHz/32bit Float 

WAVと 192kHz/24bit WAVの比較では、前者の優位性は明らかです。 

興味深かったのは宮崎友紀子のマイク違い（ノイマンM50とノイマンM269）と DAW

違い（ProTools と Pyramix）の違いの比較では、マイク違いも DAW 違いもきちんと

聴き分けられました。好みとしては、マイク違いではノイマンM269の方が、DAW違

http://www.phileweb.com/editor/net-audio/20/


いでは Pyramix の方が、よりハイレゾらしい魅力を出していたようです。なお、

Pyramixの192kHz/24bit WAVは384kHz/32bit録音から落としたものとのことです。 

さらに宮崎友紀子の 384kHz/32bit Float WAV を TASCAM Hi-Res Editor で

11.2MHz/1bitDSFに変換して聴いてみましたが、宮崎友紀子のボーカルが一段と自然

に聴こえるようになりました。 

 

 

 


